
別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営措置

井川地区自主運行バス運行車両購入

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営措置

井川地区自主運行バス運行車
両購入

静岡市 3,972,290 3,802,370

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 静岡市
交付金事業実施場所 静岡市葵区井川



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策、施策
静岡市バス交通計画（平成２５年度から令和４年度）
　４．３　地域目標
　　山間地：生活のための移動がバスでできる交通を目指す。
　　【実施施策】
　　○生活路線の確保、デマンド運行等の導入検討・循環バス（コミュニティバス）

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業の概要

　井川地区はバス事業者（しずてつジャストライン㈱）により運行されていた路線バスが、平
成２０年に廃止されたことに伴い、公共交通機関のない交通空白地となった。これを受け、平
成２０年６月より井川地区住民の生活交通を確保するため、静岡市は自主運行バスの運行を開
始している。
　現在、予備車両を含めた３台で運行を行っているが、いずれも走行距離が２０万キロを超え
ており、部品に経年劣化が見られ、異常による点検や部品交換が発生している状況である。バ
ス事業における輸送の安全性確保は最優先事項であり、車両の故障を原因とした事故により、
利用者への多大な不利益を生じることがないよう、今回の車両更新により安全な交通機能の確
保を図る。



事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和５年度

生活路線の確保

運行日数
365日（天候・
災害等の運休を

除く）

成果実績 日
目標値 日 365
達成度 ％

評価年度の設定理由
令和４年度に事業が完了するため、評価年度を令和５年度とする。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0%

年度

車両購入台数
活動実績 台 1
活動見込 台 1

交付金事業の総事業費 令和４年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度

総事業費 3,972,290

うち経済産業省分 3,802,370
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,802,370
うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 静岡市都市局都市計画部交通政策課
交付金事業の評価課室 静岡市都市局都市計画部交通政策課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 制限付き一般競争入札
有限会社小久保フェンダー製作所

（静岡市） 3,802,370



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和4年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営措置

林道勘行峰線改良工事

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営措置

林道勘行峰線改良工事 静岡市 25,304,400 23,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 静岡市
交付金事業実施場所 静岡市葵区小河内地内



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策、施策
第３次静岡市総合計画（平成２７年度から令和４年度）
　２　農林水産
　　施策３　既存の生産基盤の安定的な運用
　　　020303－02　農道、林道等の維持管理
　　　　目標：林道の改良工事を実施し、林道の生産基盤である林道の安全な通行を図る。
　　　　　　　令和４年度　井川地区における改良工事　３路線　３箇所

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

交付金事業の概要

林道勘行峰線は、井川湖の東側をリバウェル井川スキー場を起点として林道井川雨畑線合流ま
でを結ぶ、全長１２.８㎞、幅員４.０ｍの林道です。
　当路線は、主に森林施業の促進を目的に、昭和４５年より静岡市が施工を開始し、平成8年に
完成しました。
　路線上には、静岡県県民の森（令和３年度利用者１，６５４人）や、山伏峠などの観光ス
ポットが点在しております。
　今日まで、市単、県単、国庫補助を問わず改良舗装工事を実施しておりますが、総延長が長
いうえ、気象、地理的条件が厳しくコスト増加のため捗っておりません。
　本工事箇所は、山伏峠が群生地として有名なヤナギランの鑑賞やトレッキングを目的に、多
くの来訪者が往来する区間にあたります。本工事は、法面保護工により路面への土砂流失を防
止し、交通の安全性向上を図るものです。

事業期間の設定理由 当該後期の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

井川地区に
おける林道
改良工事

林道の改良
箇所数

成果実績 箇所 3
目標値 箇所 3

達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由



当該年度内に事業を完了するため
交付金事業の定性的な成果及び評価等

本事業の実施により、工事完了区間における落石や崩土の危険性が軽減され、地域住民及び林
業従事者など通行の安全性が確保された。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

96
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和４年度

工事延長
活動実績 ｍ 80 147 96
活動見込 ｍ 80

交付金事業の総事業費 令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

147

総事業費 18,874,900 29,115,900 25,304,400

うち経済産業省分 18,874,900 25,000,000 23,000,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 18,874,900 25,000,000 23,000,000
うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 静岡市市民局井川支所
交付金事業の評価課室 静岡市市民局井川支所

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路工事 制限付き一般競争入札 中部建材株式会社（静岡市） 25,304,400



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和4年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営措置

市道上坂本線道路整備工事

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営措置

市道上坂本線道路整備工事 静岡市 14,285,700 10,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 静岡市
交付金事業実施場所 静岡市葵区岩崎地内



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第３次静岡市総合計画（平成27年度から令和４年度）
７　社会基盤
　　政策１　維持可能な運営を図るため、維持管理・更新を計画的に推進します。
　　　施策２　道路網の整備による交流機能向上
　　　　・地域連携や交流の拡大に貢献する道路の整備と活用を推進する。

目標：井川地区における令和４年度の市道整備箇所数２路線２箇所

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

交付金事業の概要

市道上坂本線の道路整備工事
（工事延長60m、幅員4.0～4.75ｍ、ブロック積擁壁工128㎡、防護柵工21m、舗装工248㎡）
市道上坂本線は上坂本地区と（主）南アルプス公園線を結ぶ生活道路です。井川地区は急峻で
地質も脆く地滑りが起きやすいことに加え、豪雪地帯であることから道路施設の劣化が顕著と
なっています。
地域連携や交流の拡大を担う重要な役割を担った唯一の生活道路であるため、電源立地交付金
を活用して地域の道路を保全します。

事業期間の設定理由 当該後期の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

岩崎地区に
おける上坂
本線の整備
工事年間箇

所数

岩崎地区に
おける上坂
本線の整備
工事年間箇

所数

成果実績 箇所 2
目標値 箇所 2

達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

当該年度内に事業を完了するため
交付金事業の定性的な成果及び評価等

本事業の実施により、工事完了区間における落石や崩土の危険性が軽減され、地域住民の安全
性が確保された。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 % 100.0%
工事延長

活動実績 ｍ 60
活動見込 ｍ 60

交付金事業の総事業費 令和４年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度

総事業費 14,285,700

うち経済産業省分 14,285,700
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 10,000,000
うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 静岡市市民局井川支所
交付金事業の評価課室 静岡市市民局井川支所

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路工事 指名競争入札 三星建設株式会社（静岡市） 14,285,700



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和4年度）

（単位：円）

Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営措置

林道小河内川線改良工事

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営措置

林道小河内川線改良工事 静岡市 20,024,400 17,000,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間
接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 静岡市
交付金事業実施場所 静岡市葵区上坂本地内

交付金事業の概要

　林道小河内川線は、井川湖の東側を県道南アルプス公園線と林道井川雨畑線を結ぶ全長14.6㎞、
幅員4.0ｍの林道で、森林施業や林産物の搬出に利用されるほか、岩崎地区（6世帯6人）、上坂本
地区（7世帯8人）、田代地区（53世帯82人）、小河内地区（18世帯26人）など周辺集落の住民が
利用する生活道路です。
　大雨や地震等により県道が利用できない場合の迂回路としての役割も併せ持つ重要な路線です
が、落石や崩土の危険がある箇所や未舗装箇所が多く残されているため、電源立地地域対策交付
金を活用して交通の安全性を高めます。



交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第３次静岡市総合計画（平成27年度から令和４年度）
２　農林水産
　　政策３　既存の生産基盤の安定的な運用
　　　020303-02　農道、林道等の維持管理
　　　　・林道の改良工事を実施し、林業の生産基盤である林道の安全な通行を図る。
目標：井川地区における改良工事実施　年間3箇所以上

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度
事業期間の設定理由 当該年度内に事業を完了するため

交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

林道の改良
箇所数目標
値３箇所

林道の改良
箇所数目標
値３箇所

成果実績 箇所 3
目標値 箇所 3

達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
当該年度内に事業を完了するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等
本事業の実施により、工事完了区間における落石や崩土の危険性が軽減され、地域住民及び林業
従事者など通行の安全性が確保された。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

324
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和4年度

工事延長
活動実績 ｍ 362 266 324
活動見込 ｍ 362

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度

266



交付金事業の総事業費等 令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考
総事業費 33,242,000 15,369,200 20,024,400

うち経済産業省分 30,600,000 7,016,000 17,000,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 30,600,000 7,016,000 17,000,000
うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 静岡市市民局井川支所
交付金事業の評価課室 静岡市市民局井川支所

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路工事 指名競争入札 三星建設株式会社（静岡市） 20,024,400
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